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JST COI-NEXT 地域共創の場 2021-2030
「共創の流域治水」プロジェクト









徹底したユーザー視点にたった低価格のボトムアップ型の IoT技術導入。地域の環境データ収集を分野横断で行い、インフラ
共有、汎用品活用、データ統合利用等による徹底的に安価で、持続可能、自己拡大・発展可能なシステム実現をめざします。モ
デル集落・流域を選定し、共創によるワークショップを通してフィードバック。流域治水とスマート農業、スマート林業、観光、福
祉・健康分野との連携、地域DXが実現されるための社会システムについて検討を行い、地域DXとして流域全体に広めるための
プロトタイプ構築を目標としています。

課題３
大正大学，九州大学，熊本県立大学，熊本高専
株式会社ライズナー，MS&AD，地域経済総合研究所

流域治水×IoT/DX



大正大学 グリーンインフラとしての都市農業









自分たちの不安な場所を
カメラでリアルタイムに

中継・確認

大規模出水時の課題（の一部）

• 先に溢れる小河川や水路には水位計もカメラがない

• 避難指示が広域で，ほんとに危険な場所が分からない

• 避難指示が遅く，既に水没した

• 避難所までの道が使えるかわからない

• 田んぼや川の様子を見に行き水路に流される

• 水没している道に突入

現地状況が不明で不安

出典：NHK山口

公的な避難情報の解像度



「地域共創型集落IoT」を目指して

行政（国や地方自治体）による河川防災
IoT

（河川カメラ、水位情報、雨量計など）

地域共創型集落IoT
（河川カメラ、水位情報、雨量計など）

設置個所 河川本流、大きな支流 中小支流、避難経路の道路の様子

設置数 少ない 多い

設置計画 行政が基本的には管理のためにトップダ
ウンで計画

地域住民のニーズや地域知に基づいて参加型で計
画
→住民のオーナーシップと避難スイッチとしての
機能

設置、管理方法 行政が業者などに発注して設置、管理 住民と一緒に設置、管理（民有地に設置し、電源
やWIFIを提供してもらうことも）

重視する点 信頼性や耐久性 価格や数（入手しやすい安価な市販製品を組み合
わせる）
計画、設置まで超高速、アジャイル型で改良
人材育成、地域DXを目指す

機能 単機能 多用途（同一の通信インフラを多目的に活用）

コスト 高価 安価（自治会費で賄える程度）

相互に補完しあって、相乗効果を生む



地域共創型集落IoT

DX
スマート農業、
スマート林業

新産業創造

地域の見守り

人材育成

家族やコミュニティの
つながり強化

GX
若者



「地域共創型集落IoT」の構成要素

• くまカメ（集落カメラシステム）

• くまセンサー（河川水位、雨量観測システム）

• くまネット（衛星インターネット＋メッシュWIFI, LoRa）

• くまがわDX（将来的な事業主体）



くまカメの展開



1セット：40,000～50,000円
行政のカメラ：300,000～3,000,000

くまカメシステム



参加型で計画 •地域知（災害の履歴など）と住民ニーズ
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•橋の水位（これまでの経験から判断する）

•避難経路の気になる場所

•地域全体を見渡せるところ

→河川管理者が設置した河川カメラでは，
住民が見たいところが見られない

→防災対策の目的のみならず，地域課題で
ある獣害対策や防犯対策のために
→遠くに住んでいる避難者でも地域を見守
れるもの

避難経路の重要地点を見たい！

地域住民がカメラを設置したい場所



地域の人たちと一緒に設置・管理
•迅速な設置と地域の人たちのオーナーシップ、キャパビル
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地域の人たちと一緒に利用普及と
フィードバック、改良 • アジャイル型開発



LINEシステムの改良



LINE等でのデータ収集・分析

下薩摩瀬町でのLINE利用の分析



くまカメの設置場所（合計10地区28台）
球磨川流域の上流から下流まで
様々な地区で導入が進んでいる

球磨村神瀬地区：8台
球磨村大瀬地区：2台
球磨村高沢地区：3台
人吉市下薩摩瀬町：3台

あさぎり町川瀬地区：1台

人吉市温泉町：3台

設置済み

設置予定（近日）

菊池市藤田地区（球磨川流域外）：3台
熊本市黒髪地区（球磨川流域外）：1台

熊本市白川校区：1台

玉名郡南関町：1台



地域に根付き始めた「くまカメ」下薩摩瀬町地区
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・下薩摩瀬地区では，災害時の行動計画をまとめたコミュニティタイムラインに「くまカメ」について記載。
・梅雨に入る前に「くまカメ」のQRコードを回覧板にて周知。

研究者が知らないところで



LINEの登録者数

球磨村神瀬地区：8台

球磨村大瀬地区：2台

球磨村高沢地区：3台

人吉市下薩摩瀬町：3台

菊池市藤田地区（球磨川流域外）：3台

熊本市黒髪地区（球磨川流域外）：1台

111名

34名

33名

125名

28名

23名

熊本市白川校区：1台21名

あさぎり町川瀬地区：1台21名

人吉市温泉町：3台未実装

地域ごとの差異はなぜ生まれるの
か。それぞれの地域の母数からの
割合や稼働率などを今後分析予定



LINE等でのデータ収集・分析





くまがわDX―事業の持続可能性担保と横展開

対話を通じて自律的普及上の課題を明らかに
していくパートナー

COI-NEXT 流域治水を核とした復興
を起点とする持続社会 課題3：流
域治水x地域DX で「くまカメ」
や「くまネット」を導入している
球磨川流域を中心とした10集落

他地域への展開のための教育教材や
プログラムを共創し、多地域展開を
共に行っていくパートナー

・防災士協会（南関町など）
・（公財）地方経済総合研究所（熊
本県内各地における社会実装のパー
トナー）
・小規模水力発電事業者
・獣害対策に取り組む集落
・地域おこしに取り組む団体 など

事業主体

情報技術活用高度化を行っていくパート
ナー
・大正大学情報技術研究所（新設） ほ
か
将来の人材育成のための教育教材の開発
や教育を行っているパートナー
・大正大学情報科学部 グリーンデジタ
ル情報学科（設置許可申請中）
・DXハイスクール（未来の社会実装パー
トナー）

共創の流域治水関連のパートナー

・くまもとウォーターリサーチセンター
・熊本ウォーターポジティブ
・グリーンインフラ学会
・GR戦略推進機構
・雨庭パートナーシップ
・森林マネジメントパートナーシップ
など



くまセンサーの展開



LPWA（Low Power Wide Area）

・ELTRES
・LoRaWAN

低消費電力で長距離のデータ通信を可能とする無線通信技術

IoTセンサー

ELTRES
LoRaWA
N

ゲートウェイ
基地局

クラウド
サーバー

スマホ
PC

出典：RSコンポーネンツ



34

Distance Sensor
(LDDS75, Dragino)

LoRaWAN通信
(Freq:AS923)

LoRaWAN水位観測システム

Antenna
(BLG-AN-040, Dragino)

Gateway
(LIG16, Dragino)

Orange ones need
SIRIM approval

Solar panel

Antenna

-Gateway
-WIFI router,
-Battery box, 
-Charge cont.

• 超音波距離センサー
• 使用例：ゴミ箱内のゴミの量を計測。
• デフォルトの通信間隔（20分に1回計
測・送信）で使用した場合，3-5年使
用可能とされる。

1.5~2万円/1個

合計約10万円

IoTセンサー

Gateway基地局



人吉盆地をカバーするLoRaWAN基地局の整備



設置しやすい、許可しやすい、水位計設置方法の検討（熊本県との
共創）

2023年1月@熊本県庁

貼付け方式

・現地での設置時間：5分程度
・年配の方や中・高校生でも設置
できるような設置方法を検討



安価な雨量計（LoRaWAN）の開発

転倒マス雨量計
42,000円

IoTドアセンサー
（LoRaWAN）
4500円



雨量計検証_台風14号（2022年9月）
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水位計の設置状況（2024年6月）
設置済（51地点）

R6年度設置予定（26箇所）

危機管理型水位計

※後述するQUMAセンサーへ交換中



流域全体における水収支把握の重要性

福岡（2024）
・流域に降った雨が，いつ，どこに，どのような量
がどのような状態で流域に分布しているかを表現す
る「流域水収支図」は，流域治水検討の核になる技
術である．
・現在あるデータで流域水収支の検討をしてみると，
水位データ不足が深刻であり，特に流域の広い面積
を占める支川群の水面形データは十分そろっていな
いことに気づくであろう．時間がかかっても，水面
形が求まる水位データ等を河川の上流区間まで測れ
るようにすることが行われることが国土の安全性の
ために必要である．

令和２年７月豪雨時の人吉流域の流域水収支図
（福岡ら(2023)「豪雨時における人吉市内の内水氾濫
機構の分析と被害軽減に向けた検討」より）

土木学会提言書「これからの流域治水の進め方
『流域全体における水収支の把握と領域の垣根を
越えた協働で進める流域治水～
流域内の水量バランスを全住民が知り、考え、行動
するために～』」，2024年7月



流域水収支の算定（2024年6月20日降雨）
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σ𝑖
1
3.6
𝐴𝑖 ∙ 𝑅𝑖 − 𝑄𝑜𝑢𝑡 =

𝑑𝑆𝑏𝑎𝑠𝑖𝑛1
𝑑𝑡

+ 𝑑𝑆𝑏𝑎𝑠𝑖𝑛2
𝑑𝑡

+ 𝑑𝑆𝑏𝑎𝑠𝑖𝑛3
𝑑𝑡

+ 𝑑𝑆𝐾
𝑑𝑡

+ 𝑑𝑆𝐻
𝑑𝑡

流域降水量

流末排水量

各サブ流域での貯留量の時間変化

用水路（幸野溝K，百太郎H）
の貯留量の時間変化

𝑅 = 𝑅𝑏𝑎𝑠𝑖𝑛1 + 𝑅𝑏𝑎𝑠𝑖𝑛2+ 𝑅𝑏𝑎𝑠𝑖𝑛3
各対象領域の前後にある水位

・2024年で球磨川流域内で降水量の
多かった降雨イベントの一つ

・総降水量：206 mm



42Basin3
5.9km2

Basin1
7.8km2

百太郎溝

Basin2
5.1km2

幸野溝

井口川流域
18.8km2

球磨川

百太郎溝

井口川

●近傍2点の水面勾配から
Manning式で流量測定



井口川流域水収支図（2024年6月20日）
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下流端からの総排⽔量
6%

Basin3貯留量
29%

百太郎溝
貯留量

1%

Basin2
貯留量
25%

幸野溝
貯留量

0%

Basin1
貯留量
39%

Basin1(山地)貯留量

幸野溝貯留量

Basin2(水田)貯留量

百太郎溝貯留量

Basin3 貯留量

山地

水田

水田
+住宅



・衛星電波受信が必須のため，GPSが入らない場所は×

QUMA
通信端末

水位観測

雨量観測
超音波距離センサー

転倒ます式雨量計

センサー部分

バッテリー一体型
ソーラー

給電部分

4000円

QUMA Sensor：どこでも，何でも繋げるIoT端末の開発
Quantification sensor for Users with Multi-purpose Adapter 
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■QUMA端末（ELTRES）の通信範囲
https://eltres-iot.jp/area/area.html
※現場の状況によって通信できない場合が
よくあります。特に谷部は注意。

オレンジのエリアは自分たちで基地局の設置することなく通信可能

https://eltres-iot.jp/area/area.html
https://eltres-iot.jp/area/area.html
https://eltres-iot.jp/area/area.html


超音波距離センサー

QUMA通信端末
ソーラーバッテリー

塩ビ菅
（直径15~30cm）
→必要な菅径を検討中

雨庭用QUMAセンサーの開発
・雨庭の浸水深変化を計測
・近距離用センサーを使用
→特に作業なく，刺すだけで良い
→小型で用水路，側溝にも付けられる 3cm~4mを計測

熊本ウォーターポジティブ・アクション&雨庭パートナーシップの推進に向けて



横展開に向けて—様々な場所での利用に適したセ
ンサーや通信方式の組み合わせ検討



ベンチマーク：Flood-Net（New York大学）との連携

2024年2月NY大学訪問



水位情報の住民への提供の仕組みづくり

御溝川 井口川



くまセンサーの国内外への展開

Prof. Shallahudin
(UTHM, Malaysia)

ホテルへ基地局設置

【国外】都市水害の深刻なマサイ川流域へ導入

（ジョホールバル，マレーシア）

【国内】富士川流域へ導入

（甲府市，山梨県）

大槻准教授

(山梨大学)

観測は科学の基本。国内外の
研究者からも，観測システム
について多数問い合わせ貼付け方式を採用



くまネットの展開



くまネット（衛星インターネット＋メッシュWIFI, LoRa）



災害に強い地域づくり- Starlinkの通信メッシュ

球磨村高沢地区で実践中

・災害時でも衛星と通信がで
きるStarlinkを活用して、通信
手段を確保する

・くまカメと連動させて
Starlink通信で見られるように
して災害に強いネットワーク
網の確立を目指す



ネットワークや機器の多目的利用
例：OECM候補湿地での応用、農地の見守り、獣害対策 など



他地域への横展開―杉並区との連携



他分野への応用―都市農園管理への応用



人材育成ー拠点で得られた成果を教育現場に実装



ご清聴ありがとうございました

https://nbs-japan.com/jst/ https://www.midori-lab.pu-kumamoto.ac.jp/
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